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室内空気質を測る・知る・ょくする！プロジェクト

1 .背景
図l に、建築学科における環境系科目の構成を示す。
建築学科で取り扱う 「環境」要素とは 熱 ・ 空気 ・ 音 ・

光であり、 2009年度のカリキュラム変更以降、これら
を 熱・空気および音 ・ 光に分けてl年後期～3年前期
に基礎・応用教育を行ったうえで、それらを総合的に
応用する必要がある建築設備の入門的科目 「建築設備
計画学」と建築環境全般に関わる実習科目「建築環境工
学演習」が用意されている。

しかしながら、従来、当学科における環境系教員の
分野構成が音環境に偏っていたために、音・光環境に
関する設備および測定機器類は卜分整っているのに対
して、 熱 ・ 空気環境について定量的に計測可能な測定
器類がほとんどなく、特に 「建築環境工学演習」の授業
における実測では高精度なデータを計測できなかった。
また、複数個所を同時に計測できないなど、教育上大
いに支障があり、他大学の建築環境工学に関する教育
レベルと比較して量 ・ 質ともに劣るものになってしま
っている。

201 2年度は木プロジェク卜による支援を 受けて、熱
環境について 温度や放射温度の計測機器を複数購入さ
せていただき、複数個所の同時計測が可能になるなど
得られた成果は大きく、2012年度の 受講生のうち2013
年度の環境系研究室に所属となった卒論生が 14名と
一気に増え、ティ ーチングアワ ー ド受賞にも至り、一
定の授業改善効果が得られたといえよう。しかし、依
然として、空気環境の演習に必要な高精度の測定機器
類、あるいは実務で汎用される計測機器類については
未整備である。
2. 目的

2013年度革新ものづくり展開力の協働教育事業、実
習・演習科目の改善フ。ロジェクトとして、当学科の建
築環境工学、特に空気 ・ 温熱環境に関する教育のレベ
ノレアップを目指して、教室内の空気 ・ 温熱環境を対象
に十分な精度の計測機器を用いてモニタリング（測る）
しながら、即時、 受講している学生に公表し （知る）、
空調 ・ 換気設備の稼働状況や開口部の開閉状態などと
あわせて、温熱快適性を得ながら室内空気質の向上（ょ
くする！）をはかるためにはどうすればよいか、つまり、
人体の健康を維持できる空気 ・ 温熱環境づくりについ
て考察してもらいながら、建築環境工学および建築設
備の学習効果をあげようと試みた。
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図1 建築学科・環境系科目の構成
（実線枠．必修、点線枠：選択）
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3.プロジェクト内容
実施対象とした授業科目は、建築学科3年（後期）「建

築環境工学演習」および3年（通年） 「特別講義」である。
当該年度において申請者は3年担任で、あったため、「特
別講義Jの講演内容や時期などをオー ガナイズする立
場にあり、 「建築環境工学演習」の進捗と連動させるこ
とが容易で、あった。これらの科目はいずれも選択科目
であり、履修する学生は少ないものの、総じて学習意
欲が旺盛で、まじめ、受講態度が積極的であることから、
学習効果が反映されやすいと考えた。

本フ。ロジェクトの実施項目は、以下の 2 つである。
(1 ）室内空気汚染の実態を、その場で正確に計測する

機器「IAQモニター」の購入
( 2）調熱環境、建築環境、都市環境をテーマにした外

部講師による 「特別講義」を開催
「建築環境工学演習」においては、室内空気の汚染物

質として代表的な二酸化炭素 （CO2）を対象に、学生には






